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は
じ
め
に

　

イ
ギ
リ
ス
の
地
方
都
市
、
サ
フ
ォ
ー
ク
州
ベ
リ
・
セ
ン
ト
・
エ
ド

マ
ン
ズ
（B

ury St E
dm

unds

）
に
お
け
る
一
七
五
〇
年
代
半
ば
の

下
院
議
員
選
挙
に
つ
い
て
、
筆
者
は
す
で
に
論
文
を
発
表
し
て
い

る
︵
１
︶

。
そ
こ
で
用
い
ら
れ
た
主
な
史
料
は
、
検
討
の
対
象
と
な
っ
た

一
七
五
四
年
の
総
選
挙
と
五
七
年
五
月
の
補
欠
選
挙
の
投
票
記
録
、

お
よ
び
、
同
市
近
郊
の
地
主
貴
族
家
の
私
文
書
の
な
か
に
残
さ
れ
て

い
た
、
一
七
五
四
年
総
選
挙
で
の
有
権
者
の
投
票
行
動
を
予
測
し
た

メ
モ
で
あ
っ
た
︵
２
︶

。

　

こ
こ
で
、
前
稿
に
お
い
て
筆
者
が
確
認
し
え
た
と
こ
ろ
を
簡
単
に

紹
介
し
て
お
こ
う
。
一
八
三
二
年
の
議
会
改
革
以
前
の
ベ
リ
・
セ
ン

ト
・
エ
ド
マ
ン
ズ
市
の
下
院
議
員
選
挙
の
投
票
権
は
、
三
七
名
を
上

限
と
す
る
同
市
の
都
市
自
治
体
（corporation

）
の
メ
ン
バ
ー
の
み

に
与
え
ら
れ
て
い
た
。
有
権
者
の
実
数
は
一
七
五
四
年
総
選
挙
時
点

で
二
九
人
、
五
七
年
の
補
欠
選
挙
の
時
点
で
は
二
四
人
に
す
ぎ
ず
、

そ
の
な
か
で
実
際
に
投
票
を
し
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
八
人
、
二
一

人
で
あ
っ
た
。
一
八
世
紀
の
ベ
リ
市
で
特
に
有
力
で
あ
っ
た
家
と
し

て
は
、
近
郊
に
本
拠
地
の
あ
っ
た
三
つ
の
地
主
貴
族
家
、
グ
ラ
フ
ト

ン
公
爵
位
を
も
つ
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
（D

uke of G
rafton; Fitzroy

）

家
、
ブ
リ
ス
ト
ル
伯
爵
位
を
も
つ
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
（E

arl of B
ristol; 

H
ervey

）
家
、
准
男
爵
の
デ
イ
ヴ
ァ
ー
ズ
（D

avers

）
家
が
あ
り
、

　

一
七
五
〇
年
代
ベ
リ
・
セ
ン
ト
・
エ
ド
マ
ン
ズ
市
の
下
院
議
員
選
挙

　
　
　
　
　

ベ
リ
の
都
市
自
治
体
を
め
ぐ
る
補
論

青　

木　
　
　

康

キ
ー
ワ
ー
ド

　
　

ベ
リ
・
セ
ン
ト
・
エ
ド
マ
ン
ズ　

都
市
自
治
体　

選
挙　

地
主
貴
族
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こ
れ
ら
三
家
の
影
響
力
は
都
市
自
治
体
の
メ
ン
バ
ー
＝
下
院
議
員
選

挙
の
有
権
者
に
も
強
く
お
よ
ん
で
い
た
。
よ
り
詳
細
に
一
七
五
〇
年

代
半
ば
の
状
況
を
見
る
と
、
ベ
リ
の
都
市
自
治
体
の
な
か
で
、
ブ
リ

ス
ト
ル
伯
爵
家
を
支
持
す
る
側
と
そ
れ
に
反
対
す
る
側
と
が
、
あ
る

程
度
固
定
的
な
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
、
あ
い
拮
抗
し
て
い
た
。
し
か

し
、
そ
の
一
方
で
、
一
七
五
四
年
の
総
選
挙
に
お
い
て
自
分
の
も
つ

二
票
を
伯
爵
家
支
持
側
の
候
補
者
と
反
対
側
の
候
補
者
と
に
分
け
て

投
じ
た
り
︵
３
︶

、
五
四
年
総
選
挙
と
五
七
年
補
欠
選
挙
と
で
は
逆
の
側
の

候
補
者
を
支
持
し
た
り
す
る
な
ど
、
い
ず
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
も
は
っ

き
り
と
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
い
わ
ば
中
間
派
の
都
市
自
治

体
メ
ン
バ
ー
も
相
当
な
割
合
で
見
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
時
期

の
ベ
リ
市
は
、
そ
の
都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
＝
下
院
議
員
選
挙
の
有

権
者
の
数
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
近
郊
の
有
力
地
主
貴
族
の
支
配

か
ら
相
対
的
な
独
立
性
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
。

　

筆
者
と
し
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
前
稿
に
お
け
る
確
認
点
を
今
す

ぐ
に
修
正
す
る
必
要
が
あ
る
と
は
感
じ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
前
稿
の
議
論
が
、
有
力
な
地
主
貴
族
家
の
影
響
力
と
い
う
、
い

わ
ば
﹁
上
か
ら
﹂
の
ベ
ク
ト
ル
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
り
、
結
果
と

し
て
、
そ
の
影
響
力
の
お
よ
ん
だ
先
で
あ
る
ベ
リ
・
セ
ン
ト
・
エ
ド

マ
ン
ズ
の
都
市
自
治
体
、
あ
る
い
は
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
の
検

討
が
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
え
な
い
︵
４
︶
。

本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
前
稿
の
欠
陥
を
多
少
な
り
と
も
補
う
た
め

に
、
一
七
五
〇
年
代
の
ベ
リ
の
都
市
自
治
体
と
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
注

目
し
て
、
下
院
議
員
選
挙
と
関
連
す
る
い
く
つ
か
の
事
実
を
紹
介
し

た
い
︵
５
︶
。

一
、
都
市
自
治
体
の
会
議
へ
の
出
席
者
数

　

こ
こ
で
最
初
に
確
認
し
て
お
き
た
い
事
実
は
、
ベ
リ
・
セ
ン
ト
・

エ
ド
マ
ン
ズ
市
の
有
権
者
数
の
少
な
さ
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、

下
院
議
員
選
挙
区
と
し
て
の
ベ
リ
市
に
お
け
る
有
権
者
は
、
最
大
で

も
三
七
名
の
都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
こ
の
数
自
体
、
当

時
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
二
〇
〇
あ
ま
り
あ
っ
た
都
市
選
挙
区
の
な
か
で

見
て
少
な
い
方
に
属
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
さ
ら
に
指
摘
す
べ
き
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
二
九
と
か
二
四
と
い
う
一
七
五
〇
年
代
半

ば
の
選
挙
時
の
実
際
の
在
籍
者
数
が
示
す
よ
う
に
、
ベ
リ
の
都
市
自

治
体
メ
ン
バ
ー
の
定
員
の
う
ち
、
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
三
五
パ
ー

セ
ン
ト
程
度
が
未
充
足
と
い
う
場
合
が
あ
り
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

近
世
の
ベ
リ
市
で
下
院
議
員
選
挙
の
有
権
者
と
な
る
こ
と
を
認

め
ら
れ
た
都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
は
、
市
長
（alderm

an

）
一
名
、

参
事
会
員
（capital burgess

）
一
二
名
、
評
議
員
（burgess of 

the com
m

on council

）
二
四
名
の
計
三
七
名
で
あ
っ
た
︵
６
︶
。
こ
の
う

ち
、
市
長
は
任
期
が
一
年
で
、
毎
年
八
月
の
後
半
に
開
か
れ
る
都
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市
自
治
体
の
会
議
で
、
参
事
会
員
の
な
か
か
ら
選
出
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
︵
７
︶
。
他
方
、
参
事
会
員
と
評
議
員
に
は
任
期
が
定
め
ら
れ

て
お
ら
ず
、
メ
ン
バ
ー
の
死
亡
な
ど
に
よ
っ
て
欠
員
が
生
じ
れ
ば
︵
８
︶

、

や
は
り
都
市
自
治
体
の
会
議
が
そ
の
補
充
（
参
事
会
員
の
場
合
は
、

評
議
員
か
ら
の
昇
格
）
を
決
定
し
た
。
し
か
し
、
一
七
五
〇
年
代
の

実
際
の
有
権
者
数
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
補
充
は
必
ず
し
も
す
み
や

か
に
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
の
都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
の
欠
員
未
補
充
、
す
な
わ
ち

有
権
者
数
の
減
少
と
い
う
問
題
を
、
下
院
議
員
選
挙
時
に
は
選
挙

集
会
と
し
て
も
機
能
し
た
都
市
自
治
体
の
会
議
へ
の
出
席
者
数
か
ら

考
え
て
み
よ
う
。
筆
者
の
前
稿
で
の
検
討
の
と
お
り
、
一
七
五
四
年

四
月
一
七
日
と
一
七
五
七
年
五
月
二
六
日
の
両
日
は
﹁
競
争
選
挙
﹂

(contest

）
の
投
票
日
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
︵
９
︶
、
そ
れ
ぞ
れ
の

会
議
の
時
点
で
の
都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
全
員
の
名
前
を
（
会
議
に

欠
席
し
て
選
挙
を
棄
権
し
た
者
も
含
め
て︶
₁₀
︵

）
記
載
し
た
投
票
記
録
が

残
さ
れ
て
お
り
、結
果
と
し
て
、自
治
体
で
何
名
の
枠
が
欠
員
と
な
っ

て
い
た
の
か
も
判
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
会
議
日
の
大

多
数
に
つ
い
て
は
そ
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
全
員
の
リ
ス
ト
が
な
く
、

そ
の
時
点
に
お
け
る
都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
の
数
を
正
確
に
知
る
こ

と
が
難
し
い
た
め
、
こ
こ
で
は
、
ベ
リ
市
の
自
治
体
の
会
議
議
事
録

か
ら
確
認
で
き
る
会
議
の
出
席
者
数
を
自
治
体
メ
ン
バ
ー
の
実
数
を

検
討
す
る
材
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
し
た
い︶
₁₁
︵

。

　

表
１
﹁
ベ
リ
の
都
市
自
治
体
会
議
出
席
者
数　
（
一
七
四
五
～

六
四
年
）﹂
は
、
一
七
四
五
年
か
ら
一
七
六
四
年
ま
で
の
二
〇
年
間

に
開
か
れ
た
ベ
リ
・
セ
ン
ト
・
エ
ド
マ
ン
ズ
の
都
市
自
治
体
の
八
六

回
の
会
議
の
出
席
者
数
を
、
市
長
、
参
事
会
員
、
評
議
員
に
分
け
て

示
し
て
い
る︶
₁₂
︵

。
な
お
、
市
長
は
参
事
会
員
の
な
か
か
ら
選
ば
れ
、
市

長
を
退
任
す
れ
ば
参
事
会
員
に
戻
っ
た
が
、
市
長
在
任
中
は
参
事
会

員
の
数
か
ら
除
い
て
い
る
。

　

ま
ず
、
都
市
自
治
体
の
会
議
の
出
席
者
数
を
時
間
軸
に
そ
っ
て
概

観
し
て
み
よ
う
。
表
１
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
て
作
成
し
た
図
１

﹁
ベ
リ
の
都
市
自
治
体
会
議
出
席
者
数
（
一
七
四
五
～
六
四
年
）

︿
三
回
の
会
議
の
移
動
平
均
﹀﹂
を
見
る
と︶
₁₃
︵

、
一
七
四
〇
年
代
の
末
と

一
七
五
〇
年
代
の
初
め
の
二
度
、
連
続
し
た
三
回
の
会
議
の
平
均
出

席
者
数
が
一
五
人
前
後
に
落
ち
込
む
谷
の
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
谷

の
後
に
は
、
し
ば
ら
く
回
復
局
面
が
見
ら
れ
て
平
均
出
席
者
数
を

二
〇
以
上
に
戻
し
、
そ
こ
か
ら
再
び
下
降
傾
向
へ
と
転
じ
る
こ
と

に
な
る
。
第
二
の
谷
以
降
、
グ
ラ
フ
は
、
総
選
挙
で
二
八
人
が
出

席
し
た
会
議
の
あ
っ
た
一
七
五
四
年
ま
で
上
昇
を
続
け
る
が
、
そ
こ

を
頂
点
と
し
て
始
ま
っ
た
下
降
傾
向
は
一
七
六
〇
年
の
暮
れ
ま
で
数

年
間
以
上
に
わ
た
っ
て
継
続
し
た
。
第
三
の
谷
を
経
過
し
た
後
の

一
七
六
〇
年
代
前
半
の
回
復
は
、
平
均
出
席
者
数
が
三
〇
を
上
回
る

時
期
が
到
来
す
る
な
ど
、
前
二
度
の
谷
か
ら
の
回
復
局
面
よ
り
も
は

る
か
に
め
ざ
ま
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
三
度
の
谷
に
あ
た
る
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時
期
に
は
、
個
々
の
会
議
の
出
席
者
数
は
し
ば
し
ば
一
五
人

以
下
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
が
、
そ
れ
は
、
自
治
体
メ
ン
バ
ー

の
定
員
の
せ
い
ぜ
い
四
割
程
度
し
か
確
保
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
会
議
の
出
席
者
が
減
る
背
景
に
は
、
自
治
体
メ
ン
バ
ー
の

実
数
自
体
が
欠
員
の
未
補
充
の
た
め
に
減
少
し
、
か
つ
、
そ

の
時
点
で
残
っ
て
い
る
自
治
体
メ
ン
バ
ー
の
な
か
で
の
会
議

へ
の
出
席
率
も
低
下
し
て
い
る
と
い
う
二
重
の
問
題
が
あ
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

表
１
に
示
さ
れ
た
個
々
の
会
議
の
出
席
者
数
の
デ
ー
タ
も

参
照
し
な
が
ら
、
よ
り
細
か
く
図
１
の
グ
ラ
フ
の
谷
の
時
期

を
な
が
め
て
み
る
と
、
一
七
四
〇
年
代
末
の
最
初
の
谷
は
、

出
席
者
一
五
人
の
会
議
が
二
回
連
続
し
た
一
七
四
八
年
九
月

か
ら
一
二
月
の
時
期
、
一
七
五
〇
年
代
初
め
の
二
度
目
の
谷

は
、
一
三
人
か
ら
一
五
人
の
会
議
が
四
回
続
い
た
一
七
五
一

年
九
月
か
ら
一
二
月
の
時
期
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
い
ず
れ
も

秋
か
ら
年
末
に
か
け
て
の
時
期
で
あ
る
の
は
、
毎
年
八
月
の

後
半
に
は
次
年
度
の
市
長
選
出
を
お
こ
な
う
た
め
の
会
議
が

開
か
れ
て
、
相
対
的
に
は
出
席
者
が
多
く
な
る
傾
向
が
あ
っ

た
こ
と
に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る︶
₁₄
︵

。
総
選
挙
の
あ
っ

た
一
七
五
四
年
四
月
一
七
日
を
頂
点
と
し
て
始
ま
る
下
降
傾

向
は
非
常
に
深
刻
で
、
す
で
に
一
七
五
八
年
一
二
月
か
ら
三
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回
続
け
て
出
席
者
数
が
一
五
未
満
の
会
議
が
続
い
た
が
、
こ
れ
で
は

底
を
打
た
ず
、
一
七
六
〇
年
一
一
月
か
ら
一
二
月
の
時
期
に
出
席
者
数

一
三
、八
と
い
う
会
議
が
連
続
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
本
稿
の

対
象
と
す
る
時
期
と
し
て
は
三
度
目
の
谷
と
考
え
ら
れ
る
。

　

会
議
へ
の
出
席
者
数
は
、
谷
の
底
の
時
期
を
経
た
後
、
し
ば
ら
く

は
増
加
の
傾
向
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
が
、
興
味
深
く
思
わ
れ
る

の
は
、
都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
の
欠
員
補
充
の
た
め
に
新
規
の
評
議

員
の
選
出
が
お
こ
な
わ
れ
て
、
実
際
に
メ
ン
バ
ー
の
実
数
が
増
や
さ

れ
る
の
は
、
こ
の
回
復
局
面
の
途
中
に
お
い
て
で
あ
っ
た
と
い
う
点

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
谷
か
ら
脱
出
す
る
動
き
は
、
ま
ず
は
そ
の
時

点
で
自
治
体
メ
ン
バ
ー
と
し
て
残
っ
て
い
た
人
び
と
の
な
か
で
会
議

へ
の
出
席
率
が
上
昇
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
。
お
そ

ら
く
は
、
彼
ら
の
あ
い
だ
で
、
会
議
出
席
者
数
の
低
下
と
い
う
現

状
を
問
題
視
す
る
空
気
が
強
ま
り
、
出
席
率
が
上
が
り
、
そ
の
う

え
で
、
メ
ン
バ
ー
の
欠
員
の
補
充
と
い
う
措
置
も
と
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
会
議
議
事
録
に
よ
れ
ば
、
第
一
の
谷

を
経
過
し
た
後
の
欠
員
補
充
の
動
き
と
し
て
は
、
一
七
四
九
年
八
月

一
四
日
の
会
議
で
、
二
人
が
評
議
員
か
ら
参
事
会
員
に
昇
格
す
る
こ

と
と
、
新
た
に
三
人
を
評
議
員
に
選
出
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

一
七
五
一
年
の
谷
の
後
に
は
、
一
七
五
二
年
八
月
一
〇
日
の
会
議

で
、
二
人
が
参
事
会
員
に
昇
格
し
、
八
人
が
新
た
に
評
議
員
に
加
え

ら
れ
た
。
一
七
五
四
年
以
降
下
降
傾
向
が
長
く
続
い
た
後
の
三
度
目

の
補
充
で
は
、
一
七
六
二
年
八
月
一
二
日
の
会
議
が
八
人
の
参
事
会

員
へ
の
昇
格
と
一
七
人
の
評
議
員
の
新
規
選
出
を
決
定
し
た
。
こ
の

補
充
に
よ
っ
て
、
ベ
リ
の
都
市
自
治
体
は
、
本
稿
が
検
討
し
て
い
る

一
七
四
五
年
以
降
で
は
初
め
て
、
市
長
一
、
参
事
会
員
一
二
、
評
議

員
二
四
、
計
三
七
と
い
う
定
員
を
充
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
ま
で
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、当
該
期
の
ベ
リ
で
は
、

都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
に
欠
員
が
生
じ
て
も
、
そ
の
た
び
に
す
ぐ
に

補
充
す
る
方
式
を
と
ら
ず
、
あ
る
程
度
の
期
間
を
お
い
た
後
に
、
複

数
の
参
事
会
員
や
評
議
員
の
補
充
を
ま
と
め
て
決
定
し
て
い
た︶
₁₅
︵

。
そ

の
数
も
、
一
七
五
二
年
八
月
で
は
、
参
事
会
員
へ
の
昇
格
と
評
議
員

の
新
規
選
出
の
合
計
で
一
〇
件
と
い
う
多
さ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

実
は
そ
れ
で
も
、
ベ
リ
の
都
市
自
治
体
の
定
員
を
み
た
す
こ
と
は
で

き
ず
、
定
員
充
足
が
完
了
し
た
の
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
そ
の
一
〇

年
後
の
一
七
六
二
年
八
月
一
二
日
に
二
五
件
も
の
補
充
が
お
こ
な
わ

れ
た
時
点
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
大
量
の
欠
員
補
充
が
一

気
に
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
、
同
日
の
会
議
の
議
事
録
に
も
明
記
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
都
市
自
治
体
の
定
員
を
み
た
す
よ
う
に
と
の
王
座

裁
判
所
か
ら
の
命
令
（m

andam
us

）
を
ベ
リ
市
が
受
け
た
か
ら
で

あ
っ
た︶
₁₆
︵

。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
本
稿
が
検
討
し
て
い
る
一
八
世
紀
半

ば
の
ベ
リ
市
で
は
、
都
市
自
治
体
が
メ
ン
バ
ー
の
欠
員
補
充
を
す
み

や
か
に
お
こ
な
う
こ
と
に
消
極
的
で
あ
っ
た
、
あ
る
い
は
、
補
充
を

お
こ
な
お
う
と
し
て
も
実
施
が
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
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し
て
い
る︶
₁₇
︵

。

　

以
上
、
本
節
の
議
論
か
ら
、
ベ
リ
の
都
市
自
治
体
の
会
議
へ
の
出

席
者
数
は
、
時
期
に
よ
る
変
動
を
繰
り
返
し
た
も
の
の
、
本
稿
の

検
討
時
期
の
大
部
分
を
通
じ
て
か
な
り
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
、
そ
し
て
結
果
的
に
、
ベ
リ
市
選
出
の
下
院
議
員
選
挙︶
₁₈
︵

に
参
加
す

る
有
権
者
の
数
も
少
数
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の

重
要
な
一
因
は
、
都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
の
欠
員
の
未
補
充
で
あ
っ

た
が
、
ベ
リ
市
は
、
会
議
へ
の
出
席
者
数
の
低
下
が
深
刻
な
状
況
に

陥
る
ま
で
は
、
な
か
な
か
自
治
体
メ
ン
バ
ー
の
欠
員
補
充
を
お
こ
な

わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
次
の
﹁
二　

参
事
会
員
と
評
議
員
﹂
で
は
、

こ
の
事
態
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
都
市
自
治
体
内
部

の
問
題
に
注
目
し
て
み
た
い
。

二
、　

参
事
会
員
と
評
議
員

　

ベ
リ
・
セ
ン
ト
・
エ
ド
マ
ン
ズ
の
都
市
自
治
体
は
、
な
ぜ
す
み
や

か
に
メ
ン
バ
ー
の
補
充
を
お
こ
な
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

の
理
由
を
全
面
的
に
解
明
す
る
こ
と
は
別
の
機
会
に
譲
ら
ざ
る
を
え

な
い
が
、
当
時
の
ベ
リ
の
都
市
自
治
体
が
、
評
議
員
の
選
出
、
す
な

わ
ち
、
新
た
に
外
部
か
ら
メ
ン
バ
ー
を
受
け
入
れ
る
こ
と
だ
け
で
な

く
、
評
議
員
か
ら
参
事
会
員
へ
の
昇
格
を
決
め
た
り
、
次
年
度
の
市

長
を
毎
年
選
ん
だ
り
す
る
こ
と
に
も
困
難
を
か
か
え
て
い
た
と
い
う

事
実
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
は
、
そ
の
解
明
作
業
の
第
一
歩
と
し
て

意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

前
節
で
見
た
よ
う
に
、
本
稿
が
検
討
対
象
と
し
て
い
る
時
期
の
ベ

リ
市
で
は
、
評
議
員
を
あ
ら
た
に
選
出
す
る
機
会
に
あ
わ
せ
て
、
評

議
員
か
ら
参
事
会
員
へ
の
昇
格
も
決
定
し
て
い
た
。
こ
の
間
、
参
事

会
員
は
定
員
が
一
二
（
市
長
を
加
え
て
考
え
れ
ば
一
三
）
で
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
表
１
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
会
議
に
出
席
す

る
参
事
会
員
は
、
一
七
六
二
年
八
月
以
降
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
の

回
、
市
長
を
含
め
て
も
五
人
以
下
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
点
は
、
会

議
全
体
の
出
席
者
が
二
〇
人
を
超
え
た
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
も
同

じ
で
あ
り
、
参
事
会
員
の
少
な
さ
が
い
っ
そ
う
目
立
っ
て
い
る
。
都

市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
の
実
数
が
判
明
し
て
い
る
一
七
五
四
年
四
月
と

五
七
年
五
月
の
時
点
に
お
け
る
参
事
会
員
数
は
前
者
が
七
、
後
者

が
六
（
い
ず
れ
の
時
点
で
も
市
長
は
不
在
。
評
議
員
数
は
そ
れ
ぞ

れ
二
二
、一
八
）
で
、
一
七
五
四
年
の
時
点
で
す
で
に
定
員
一
二
の

六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
割
り
込
み
、
五
七
年
で
は
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に

ま
で
落
ち
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
五
年
間
、
新
た
な
参

事
会
員
が
決
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

任
期
が
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
必
要
に
応
じ
て
随
時
補
充
が
お
こ

な
わ
れ
る
評
議
員
や
参
事
会
員
と
異
な
り
、市
長
は
任
期
が
一
年
で
、

毎
年
選
出
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
八

世
紀
半
ば
の
ベ
リ
で
は
、
市
を
代
表
す
る
存
在
で
あ
る
市
長
を
決
め
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る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
事
態
が
続
発
し
て
い
た
。
一
七
四
五
年

か
ら
六
四
年
ま
で
の
二
〇
年
間
の
会
議
議
事
録
を
見
る
と
、
年
間
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
と
お
り
に
八
月
の
後
半
の
会
議
で
次
年
度
の
市
長
を

す
ん
な
り
決
め
る
こ
と
が
で
き
た
年
は
約
半
分
の
一
一
年
に
と
ど
ま

り
、
一
七
四
八
、五
〇
、五
一
、五
三
、五
四
、五
六
、五
九
、六
一
年
に

は
、
市
長
不
在
の
ま
ま
新
た
な
年
度
に
入
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
年
度

も
後
半
に
な
っ
て
、
王
座
裁
判
所
か
ら
の
命
令
を
受
け
て
開
か
れ
た

会
議
で
市
長
の
選
出
が
よ
う
や
く
実
現
し
て
い
る︶
₁₉
︵

。
こ
の
よ
う
に
市

長
を
ス
ム
ー
ズ
に
選
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
大
き
な
理
由
の

ひ
と
つ
は
、
市
長
候
補
者
で
あ
る
参
事
会
員
の
絶
対
数
の
不
足
に
求

め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。参
事
会
員
は
例
え
ば
一
七
五
四
年
で
七
人
、

五
七
年
で
は
六
人
を
数
え
る
の
み
に
な
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
小
人

数
の
な
か
か
ら
毎
年
一
人
の
市
長
を
出
し
て
い
く
こ
と
は
、
確
か
に

負
担
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
参
事
会
員
の
な
か
に
は
、

会
議
で
市
長
に
選
出
さ
れ
て
も
、
就
任
を
拒
否
す
る
者
も
い
た
。
上

記
の
一
七
四
八
年
と
五
〇
年
の
ケ
ー
ス
は
、
八
月
後
半
の
会
議
の
場

で
、
当
日
欠
席
し
て
い
た
参
事
会
員
を
次
年
度
の
市
長
に
選
出
し
た

が
、
本
人
が
そ
の
後
に
就
任
を
受
諾
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
市
長
不

在
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
市
長
選
出
が
難
し
か
っ
た
理
由
は
、
参
事
会
員
の
数
の

少
な
さ
だ
け
で
は
な
く
、
都
市
自
治
体
の
内
部
構
造
に
か
か
わ
る
組

織
的
な
問
題
に
も
求
め
ら
れ
る
。
ベ
リ
市
の
会
議
の
議
事
録
は
、
市

長
選
出
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
記
し
た
箇
所
で
、﹁
市
長
と
参
事

会
員
の
多
数
（m

ajor part

）﹂
と
﹁
評
議
員
の
多
数
﹂
と
で
意
見
が

折
り
合
わ
な
か
っ
た
と
い
う
説
明
を
し
ば
し
ば
繰
り
返
し
て
い
る
。

ベ
リ
の
都
市
自
治
体
の
メ
ン
バ
ー
は
（
市
長
を
含
む
）
参
事
会
員
と

評
議
員
と
い
う
二
つ
の
層
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
以
上
の
議
事
録
の

記
載
か
ら
は
、
市
長
選
出
が
こ
の
時
期
に
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
な
か
っ

た
背
景
と
し
て
、
こ
れ
ら
制
度
上
区
別
さ
れ
て
い
た
二
つ
の
層
の
あ

い
だ
で
政
治
的
対
立
が
生
じ
て
し
ま
い
、
そ
れ
を
調
整
す
る
こ
と
が

な
か
な
か
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
の
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
。
市
長
の
選
出
の
際
に
そ
の
よ
う
な
対
立
が
あ
っ
た
の
だ
と
す

れ
ば
、
都
市
自
治
体
の
会
議
で
下
院
議
員
選
挙
も
お
こ
な
わ
れ
る
ベ

リ
市
の
場
合
、
そ
の
対
立
の
存
在
が
下
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
も
確

認
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
ベ
リ
の
都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
が
一
七
五
四
年
総
選
挙

と
五
七
年
補
欠
選
挙
の
際
に
投
じ
た
票
を
、
参
事
会
員
の
票
と
評
議

員
の
票
に
分
け
て
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う︶
₂₀
︵

。
総
選
挙
で
は
参
事

会
員
六
人
（
棄
権
が
一
人)

、
評
議
員
二
二
人
（
棄
権
な
し
）
の
計

二
八
人
が
投
票
し
た
。
定
数
二
の
ベ
リ
市
の
下
院
議
員
選
挙
で
は
、

有
権
者
は
各
自
二
票
を
有
し
て
い
る
が
、
評
議
員
の
う
ち
三
人
が
一

人
の
候
補
者
の
み
を
支
持
し
、
残
る
一
票
に
つ
い
て
は
放
棄
し
た

（plum
p

）
の
で
、
票
の
総
数
は
、
参
事
会
員
の
票
一
二
、
評
議
員

の
票
四
一
の
計
五
三
と
な
っ
た
。
三
年
後
の
補
欠
選
挙
ま
で
に
、
都
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市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
、
す
な
わ
ち
有
権
者
は
参
事
会
員
六
人
、
評
議

員
一
八
人
の
計
二
四
人
に
減
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、
参
事
会
員
五

人
（
棄
権
が
一
人)

、
評
議
員
一
六
人
（
棄
権
が
二
人
）
の
計
二
一

人
が
投
票
し
た
。
欠
員
一
を
う
め
る
た
め
の
補
欠
選
挙
で
は
、
当
然

有
権
者
は
ひ
と
り
一
票
で
あ
る
の
で
、
投
じ
ら
れ
た
票
の
数
も
参
事

会
員
票
五
、
評
議
員
票
一
六
の
計
二
一
と
な
る
。
筆
者
が
前
稿
で
明

ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
ベ
リ
の
都
市
自
治
体
で
は
、
ブ

リ
ス
ト
ル
伯
爵
家
の
勢
力
を
支
持
す
る
メ
ン
バ
ー
と
反
対
す
る
メ
ン

バ
ー
と
が
あ
る
程
度
固
ま
っ
て
い
た
の
で
、
こ
こ
で
も
、
参
事
会
員

と
評
議
員
に
よ
っ
て
投
じ
ら
れ
た
下
院
議
員
選
挙
の
票
（
総
選
挙
は

五
三
票
、
補
欠
選
挙
は
二
一
票
）
が
そ
れ
ぞ
れ
ブ
リ
ス
ト
ル
支
持
票

で
あ
っ
た
の
か
反
対
票
で
あ
っ
た
の
か
を
検
討
す
る︶
₂₁
︵

。

　

こ
の
検
討
の
結
果
、
参
事
会
員
票
と
評
議
員
票
と
で
は
大
き
な
違

い
が
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
図
２
﹁
ブ
リ
ス
ト
ル
伯
爵
家
支
持
票

の
割
合　

参
事
会
員
と
評
議
員
の
比
較
﹂
は
、
そ
の
結
果
を
簡
単
に

整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
参
事
会
員
票
に
お
い
て
は
、
ブ
リ
ス
ト

ル
伯
爵
家
を
支
持
す
る
側
が
は
っ
き
り
と
多
数
で
、
ブ
リ
ス
ト
ル
支

持
票
が
し
め
る
割
合
は
総
選
挙
で
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
補
欠
選
挙
で

は
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
評
議
員
票
で
は

反
ブ
リ
ス
ト
ル
票
が
よ
り
多
く
の
割
合
を
し
め
る
結
果
と
な
り
、
ブ

リ
ス
ト
ル
支
持
票
の
割
合
は
、
総
選
挙
で
五
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
補
欠

選
挙
で
は
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
割
り
込
み
、
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
と

75
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50

100 %

44

0

50

1754 1757



－  46  －

一
七
五
〇
年
代
ベ
リ
・
セ
ン
ト
・
エ
ド
マ
ン
ズ
市
の
下
院
議
員
選
挙
（
青
木
）

－  47  －

ど
ま
っ
た
。
総
選
挙
で
は
ブ
リ
ス
ト
ル
伯
爵
家
の
内
紛
と
い
う
事
情

も
あ
っ
て
、
ブ
リ
ス
ト
ル
支
持
票
と
反
ブ
リ
ス
ト
ル
票
を
一
票
ず
つ

投
じ
た
（split

）
有
権
者
も
六
人
（
参
事
会
員
一
人
、
評
議
員
五
人
）

見
ら
れ
る
な
ど
、
選
挙
は
よ
り
複
雑
な
様
相
を
て
い
し
て
い
る
が
、

補
欠
選
挙
で
は
候
補
者
が
ブ
リ
ス
ト
ル
伯
爵
家
の
側
と
そ
れ
に
反
対

す
る
側
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
人
ず
つ
出
て
、
一
対
一
の
す
っ
き
り
と
し

た
対
立
の
構
図
が
成
立
し
て
い
た︶
₂₂
︵

。
そ
の
一
七
五
七
年
補
欠
選
挙
に

お
け
る
投
票
行
動
か
ら
は
、
少
な
く
と
も
一
七
五
〇
年
代
の
半
ば
の

時
点
で
、
参
事
会
員
は
ブ
リ
ス
ト
ル
支
持
、
評
議
員
は
む
し
ろ
反
ブ

リ
ス
ト
ル
と
い
う
立
場
の
違
い
を
鮮
明
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る︶
₂₃
︵

。

　

本
稿
が
扱
う
一
八
世
紀
の
半
ば
、
ベ
リ
・
セ
ン
ト
・
エ
ド
マ
ン
ズ

市
で
は
ブ
リ
ス
ト
ル
伯
爵
家
を
支
持
す
る
勢
力
と
反
対
す
る
勢
力
の

政
治
的
対
立
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
対
立
は
、
都
市
自
治
体
内
部
の

参
事
会
員
と
評
議
員
の
あ
い
だ
の
組
織
的
対
立
と
も
あ
る
程
度
重
な

り
合
い
、
市
長
選
出
の
よ
う
な
重
要
案
件
の
処
理
が
阻
害
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
ベ
リ
市
が
評
議
員
の
参
事
会
員
へ
の
昇
格
や
評
議
員

の
新
規
選
出
を
ス
ム
ー
ズ
に
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
背
後

に
も
、
こ
う
し
た
都
市
自
治
体
内
の
対
立
が
あ
っ
た
と
考
え
て
、
間

違
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

三
、　

都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
の
政
治
意
識

　
　

─
─
ト
マ
ス
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
の
場
合

　

以
上
、
先
行
す
る
二
つ
の
節
で
は
、
一
七
五
四
年
の
総
選
挙
と

五
七
年
の
補
欠
選
挙
を
議
論
の
出
発
点
に
し
て
、
ベ
リ
・
セ
ン
ト
・

エ
ド
マ
ン
ズ
市
の
都
市
自
治
体
と
い
う
政
治
的
な
対
抗
関
係
が
強
く

働
い
て
い
た
歴
史
的
な
場
に
つ
い
て
、
ま
ず
確
認
し
て
お
く
べ
き
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
基
本
的
な
事
実
を
二
つ
提
示
し
た
。
最
後
に
、
本

節
に
お
い
て
は
、
実
際
に
そ
の
政
治
的
対
抗
関
係
の
場
に
あ
っ
て
行

動
し
て
い
た
都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
が
事
態
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い

た
の
か
と
い
う
政
治
意
識
に
か
か
わ
る
問
題
に
も
触
れ
て
み
た
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
史
料
上
の
制
約
も
あ
っ
て
、
目
下
の
と
こ
ろ
筆
者

に
は
こ
の
問
題
を
ま
と
ま
っ
た
形
で
議
論
す
る
だ
け
の
準
備
が
な

く
、
こ
こ
で
は
、
都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
（
参
事
会
員
）
の
ひ
と
り

で
あ
っ
た
ト
マ
ス
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
（T

hom
as H

ervey

）
の
事
例
を

一
見
す
る
に
と
ど
め
ざ
る
を
え
な
い
。

　

ト
マ
ス
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
は
、
図
３
の
﹁
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
家
略
系
図
﹂

に
あ
る
よ
う
に
、
一
七
五
〇
年
代
半
ば
の
ベ
リ
に
お
け
る
最
有
力
者

で
あ
っ
た
第
二
代
ブ
リ
ス
ト
ル
伯
ジ
ョ
ー
ジ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ー

ヴ
ェ
イ
（G

eorge W
illiam

 H
ervey, 2nd E

arl of B
ristol

）
の
叔

父
に
あ
た
る︶
₂₄
︵

。
彼
は
ま
た
一
七
三
三
年
か
ら
四
七
年
ま
で
一
四
年
間

に
わ
た
っ
て
ベ
リ
市
選
出
の
下
院
議
員
も
経
験
し
た
人
物
で
あ
り
、
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ベ
リ
市
の
商
人
な
ど
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
同
市
の
都
市
自
治
体

メ
ン
バ
ー
と
し
て
は
む
し
ろ
例
外
的
な
存
在
で
あ
っ
た︶
₂₅
︵

。
他
方
、
彼

は
、
本
稿
が
検
討
し
て
い
る
時
期
に
お
い
て
、
下
院
議
員
選
挙
が
予

定
さ
れ
て
い
る
回
を
除
け
ば
、
都
市
自
治
体
の
会
議
に
も
ほ
と
ん
ど

出
席
し
て
い
な
い︶
₂₆
︵

。
し
た
が
っ
て
、
彼
の
事
例
を
一
般
化
し
て
都
市

自
治
体
メ
ン
バ
ー
の
政
治
意
識
を
論
じ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
許
さ
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
が
長
年
に
わ
た
っ
て
都
市
自

治
体
の
一
員
で
あ
っ
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
り
、
彼
の
言
動
は
当

然
、
周
囲
の
メ
ン
バ
ー
の
見
方
や
行
動
に
も
一
定
の
影
響
を
与
え
る

こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る︶
₂₇
︵

。
そ
の
意
味
で
、
一
七
五
〇
年
代
の

ト
マ
ス
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
の
事
例
を
こ
こ
で
紹
介
す
る
こ
と
も
許
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。

　

前
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
ブ
リ
ス
ト
ル
伯
爵
家
は
内
紛

を
か
か
え
て
一
七
五
四
年
の
総
選
挙
を
む
か
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
代
ブ
リ
ス
ト
ル
伯
が
、
自
分
の
弟
の
オ
ー
ガ
ス
タ
ス
・
ジ
ョ

ン
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
（A

ugustus John H
ervey

後
に
第
三
代
ブ
リ

ス
ト
ル
伯
と
な
る
）
を
推
薦
し
た
の
に
対
し
て
、
彼
ら
の
叔
父
で
、

一
七
四
七
年
か
ら
兄
ト
マ
ス
に
替
わ
っ
て
ベ
リ
市
選
出
の
下
院
議
員

を
務
め
て
い
た
フ
ェ
ル
ト
ン
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
（Felton H

ervey

）
は
、

第
二
代
伯
と
の
不
和
か
ら
、
そ
の
意
向
に
背
い
て
ベ
リ
で
再
選
を
め

ざ
し
て
立
候
補
し
、結
果
的
に
こ
の
総
選
挙
で
甥
の
オ
ー
ガ
ス
タ
ス
・

ジ
ョ
ン
が
当
選
す
る
こ
と
を
阻
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
ベ
リ
の
都
市
自
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治
体
の
メ
ン
バ
ー
、
す
な
わ
ち
下
院
議
員
選
挙
の
有
権
者
で
あ
っ
た

ト
マ
ス
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
は
、
甥
の
オ
ー
ガ
ス
タ
ス
・
ジ
ョ
ン
と
弟
の

フ
ェ
ル
ト
ン
と
が
対
立
し
た
こ
の
選
挙
で
、
前
者
を
強
く
支
持
し
て

い
た
。
彼
は
自
ら
の
こ
の
行
動
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
説
明
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ト
マ
ス
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
が
こ
の
総
選
挙
に
際
し
て
と
っ
た
立
場
に

関
し
て
、
一
通
の
興
味
深
い
書
簡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
、
ベ
リ

市
で
の
総
選
挙
投
票
日
の
ち
ょ
う
ど
一
週
間
前
に
あ
た
る
一
七
五
四

年
四
月
一
〇
日
、
弟
の
ヘ
ン
リ
・
ペ
ラ
ム
（H

enry Pelham

）
首

相
の
死
後
、
そ
の
後
任
首
相
と
な
っ
た
ば
か
り
の
ニ
ュ
ー
カ
ー
ス

ル
公
（T

hom
as Pelham

-H
olles, 1st D

uke of N
ew

castle

）
に
、

ベ
リ
市
で
の
選
挙
戦
に
つ
い
て
詳
し
く
書
き
送
っ
た︶
₂₈
︵

。
彼
は
、
自
分

の
弟
の
フ
ェ
ル
ト
ン
が
甥
の
オ
ー
ガ
ス
タ
ス
・
ジ
ョ
ン
に
対
抗
す
る

形
で
立
候
補
し
て
ベ
リ
に
お
け
る
選
挙
が
競
争
選
挙
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
﹁
不
自
然(unnatural

）﹂
と
表
現
す
る
一
方
、
フ
ェ
ル
ト

ン
が
宮
廷
で
自
ら
の
立
場
を
巧
み
に
説
明
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
国

王
ジ
ョ
ー
ジ
二
世
も
彼
の
出
馬
の
こ
と
を
悪
く
考
え
て
い
な
い
ら
し

い
と
心
配
し
て
い
る
。
長
年
に
わ
た
り
ベ
リ
﹁
市
に
お
い
て
、
ホ

イ
ッ
グ
の
大
義
と
と
も
に
我
が
家
の
勢
力
を
築
き
確
立
し
よ
う
と
努

め
る
な
か
で
、
す
べ
て
を
犠
牲
に
し
て
き
た
﹂
と
自
負
す
る
ト
マ
ス

は
、フ
ェ
ル
ト
ン
の
出
馬
を
愚
行
（folly

）
で
あ
り
悪
行
（iniquity

）

で
あ
る
と
強
い
言
葉
で
論
難
し
た
う
え
で
、フ
ェ
ル
ト
ン
の
野
心
は
、

ベ
リ
市
に
お
け
る
ホ
イ
ッ
グ
の
大
義
と
ブ
リ
ス
ト
ル
伯
爵
家
の
勢
力

の
破
滅
に
つ
な
が
る
と
結
論
し︶
₂₉
︵

、
国
王
の
こ
の
件
に
つ
い
て
の
認
識

を
正
し
い
も
の
に
あ
ら
た
め
て
く
れ
る
よ
う
、
ニ
ュ
ー
カ
ー
ス
ル
公

に
懇
願
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ベ
リ
市
の
下
院
議
員
選
挙
で
の
ブ
リ
ス
ト
ル
伯
爵

家
の
内
紛
は
、
宮
廷
・
中
央
政
界
の
関
心
事
と
も
な
る
の
で
あ
る

が
、
ト
マ
ス
は
同
じ
論
理
で
、
ベ
リ
市
の
フ
ェ
ル
ト
ン
支
持
者
に
対

す
る
説
得
を
試
み
て
い
る
。
ト
マ
ス
が
ニ
ュ
ー
カ
ー
ス
ル
公
に
報
告

し
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
彼
は
一
七
五
三
年
末
の
ク
リ
ス
マ
ス

に
フ
ェ
ル
ト
ン
側
の
頭
目
（chief of the faction

）
と
長
時
間
に

わ
た
っ
て
話
を
し
、﹁
わ
れ
わ
れ
の
団
体
の
な
か
の
こ
う
し
た
分
裂

（schism

）
の
継
続
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
わ
が
家
に
ひ
き
お
こ

さ
れ
る
不
和
（dissentions

）
に
と
も
な
う
不
幸
な
結
果
﹂
を
指
摘

し
た
。
そ
し
て
、
ト
マ
ス
は
、
そ
の
人
物
の
受
答
え
か
ら
、
真
の
敵

は
、総
選
挙
で
は
表
に
出
て
い
な
い
第
五
代
准
男
爵
の
サ
ー
・
ロ
バ
ー

ト
・
デ
イ
ヴ
ァ
ー
ズ
（R

obert D
avers

）
で
あ
る
と
結
論
し
て
い

る︶
₃₀
︵

。
実
際
、
一
八
世
紀
の
初
頭
に
は
、
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
家
（
一
七
一
四

年
以
降
ブ
リ
ス
ト
ル
伯
爵
家
）
と
デ
イ
ヴ
ァ
ー
ズ
家
と
は
、
前
者
が

ホ
イ
ッ
グ
、
後
者
が
ト
ー
リ
と
し
て
、
激
し
い
対
立
を
繰
り
広
げ
て

い
た︶
₃₁
︵

。
ト
マ
ス
は
、
総
選
挙
で
甥
の
オ
ー
ガ
ス
タ
ス
・
ジ
ョ
ン
が
当

選
で
き
な
け
れ
ば
、
遠
か
ら
ず
、
ベ
リ
市
か
ら
選
出
さ
れ
る
議
員

が
二
人
と
も
﹁
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
﹂（
名
誉
革
命
で
王
位
を
逐
わ
れ
た
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ジ
ェ
ー
ム
ズ
二
世
と
そ
の
直
系
男
子
を
正
統
な
王
位
継
承
者
と
考
え

る
ト
ー
リ
の
過
激
派
）
と
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
警

告
で
、
ニ
ュ
ー
カ
ー
ス
ル
公
へ
の
書
簡
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

　

ト
マ
ス
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
は
、
ブ
リ
ス
ト
ル
伯
爵
家
の
勢
力
が
ベ
リ
・

セ
ン
ト
・
エ
ド
マ
ン
ズ
の
都
市
自
治
体
と
結
び
付
い
て
ホ
イ
ッ
グ
の

大
義
を
守
る
、
そ
し
て
、
フ
ェ
ル
ト
ン
の
出
馬
は
そ
れ
を
危
う
く
す

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
枠
組
み
で
、
ベ
リ
市
に
お
け
る
一
七
五
四
年

総
選
挙
の
構
図
を
ニ
ュ
ー
カ
ー
ス
ル
公
に
、
そ
し
て
ベ
リ
の
都
市
自

治
体
の
メ
ン
バ
ー
＝
有
権
者
に
説
明
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
で
は
、

こ
の
よ
う
な
説
明
は
、
同
時
代
の
人
々
に
ど
れ
ほ
ど
説
得
的
に
感
じ

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
ベ
リ
市
の
有
権
者
は
、
ト
マ
ス

の
説
明
の
よ
う
に
一
七
五
四
年
の
競
争
選
挙
に
ホ
イ
ッ
グ
と
ト
ー
リ

の
対
立
を
感
じ
取
っ
て
投
票
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
節
冒
頭
で
も

述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
点
の
本
格
的
な
解
明
は
今
後
の
課
題
と
せ
ざ

る
を
え
な
い
。

　

た
だ
、
一
七
五
四
年
総
選
挙
の
後
の
ベ
リ
市
と
ブ
リ
ス
ト
ル
伯
爵

家
の
歴
史
を
知
る
筆
者
と
し
て
は
、
ホ
イ
ッ
グ
と
ト
ー
リ
の
対
立
を

ひ
た
す
ら
強
調
す
る
ト
マ
ス
の
説
明
に
は
違
和
感
を
感
じ
て
お
り
、

同
時
代
人
の
多
く
も
ト
マ
ス
の
説
明
に
全
面
的
に
同
調
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
こ
と
だ
け
は
、
こ
こ
で
述

べ
て
お
き
た
い
。
た
と
え
ば
、
ト
マ
ス
の
説
明
で
は
ト
ー
リ
側
を
利

す
る
行
為
を
し
た
フ
ェ
ル
ト
ン
が
、
実
際
に
は
、
兄
ト
マ
ス
と
ま
っ

た
く
同
じ
よ
う
に
、
伝
統
的
な
ホ
イ
ッ
グ
優
位
の
体
制
の
な
か
で
、

そ
の
中
心
人
物
の
ニ
ュ
ー
カ
ー
ス
ル
公
に
陳
情
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

自
分
や
息
子
の
官
職
を
得
る
な
ど
の
利
益
を
は
か
り
、
あ
る
程
度
は

そ
れ
に
成
功
し
て
い
た
と
い
う
事
実
が︶
₃₂
︵

、
筆
者
に
は
気
に
か
か
る
。

ま
た
、
一
七
五
四
年
の
総
選
挙
の
際
に
は
ブ
リ
ス
ト
ル
伯
爵
家
と

協
力
関
係
に
あ
っ
た
ホ
イ
ッ
グ
の
有
力
家
門
の
グ
ラ
フ
ト
ン
公
爵
家

は︶
₃₃
︵

、
次
の
一
七
六
一
年
の
総
選
挙
か
ら
は
逆
に
デ
イ
ヴ
ァ
ー
ズ
家
と

盟
約
を
結
び
、
以
後
は
デ
イ
ヴ
ァ
ー
ズ
家
と
良
好
な
関
係
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
に
な
る︶
₃₄
︵

。
こ
こ
で
は
以
上
の
二
つ
に
と
ど
め
る
が
、
こ

う
し
た
事
実
は
、
ベ
リ
市
の
一
七
五
四
年
総
選
挙
に
つ
い
て
の
ト
マ

ス
の
説
明
が
現
実
か
ら
か
な
り
乖
離
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

一
七
五
〇
年
代
半
ば
の
ベ
リ
・
セ
ン
ト
・
エ
ド
マ
ン
ズ
市
の
下
院

議
員
選
挙
に
つ
い
て
筆
者
が
前
稿
で
提
示
し
た
歴
史
像
を
、
同
市
の

都
市
自
治
体
と
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
特
に
注
意
を
は
ら
う
こ
と
で
よ
り

豊
か
な
も
の
に
す
る
と
い
う
の
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
っ
た
。
そ
の

所
期
の
目
的
は
、
以
上
の
三
つ
の
節
の
議
論
に
よ
り
あ
る
程
度
は
達

せ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
た
い
が
、
さ
ら
に
残
さ
れ
た
課
題
も
少
な
く

な
い
。
な
か
で
も
、
ト
マ
ス
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
以
外
の
都
市
自
治
体
メ



－  50  －

一
七
五
〇
年
代
ベ
リ
・
セ
ン
ト
・
エ
ド
マ
ン
ズ
市
の
下
院
議
員
選
挙
（
青
木
）

－  51  －

ン
バ
ー
に
つ
い
て
、
個
々
具
体
的
な
検
討
を
お
こ
な
い
え
て
い
な
い

こ
と
は
、
決
定
的
に
大
き
な
問
題
点
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ

の
点
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
、
ひ
と
ま
ず
本
稿
は
終
え
る
こ
と
と

し
た
い
。

注（１
）
青
木
康
﹁
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
地
方
都
市
の
下
院
議
員
選
挙　

一
七
五
〇
年
代
半
ば
の
ベ
リ
・
セ
ン
ト
・
エ
ド
マ
ン
ズ
市
の
事
例
﹂

近
藤
和
彦
編
﹃
歴
史
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
社
会
﹄（
山
川
出
版
社
、

二
〇
〇
八
年
）
所
収
。
ま
た
、関
連
の
深
い
論
文
と
し
て
、青
木
康
﹁
私

文
書
│
│
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
地
方
都
市
の
下
院
議
員
選
挙
の
内
実

を
知
る
﹂
菅
谷
憲
興
編
﹃
人
文
資
料
学
の
現
在　

二
﹄（
立
教
大
学
人

文
叢
書
四
、
春
風
社
、
二
〇
〇
八
年
）
所
収
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）
以
上
の
史
料
は
、
い
ず
れ
もSuffolk R

ecord O
ffice, B

ury St 
E

dm
unds B

ranch 

の
所
蔵
。
史
料
番
号
は
、
一
七
五
四
年
の
総
選

挙
と
五
七
年
の
補
欠
選
挙
の
投
票
記
録
が
、
そ
れ
ぞ
れ719/1 

と 
D
4/1/7

、
ま
た
、
一
七
五
四
年
総
選
挙
の
予
測
メ
モ
が423/270

で

あ
る
。

（
３
）
こ
の
よ
う
な
投
票
行
動
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
第
２
節
に
も
言
及

が
あ
る
。

（
４
）
筆
者
は
、
二
〇
〇
九
年
一
月
二
八
日
に
ロ
ン
ド
ン
大
学
歴
史
学
研

究
所
（Institute of H

istorical R
esearch

）
の
﹁
長
い
一
八
世
紀
の

イ
ギ
リ
ス
史
﹂
セ
ミ
ナ
ー
で
、
注
１
に
挙
げ
た
論
文
を
も
と
に
し
た

報
告
を
お
こ
な
う
機
会
を
え
た
。
そ
の
際
、
ベ
リ
の
都
市
自
治
体
に

関
す
る
質
問
が
多
く
出
さ
れ
た
こ
と
が
、
本
稿
執
筆
の
ひ
と
つ
の
契

機
と
な
っ
た
こ
と
を
、
こ
こ
に
記
し
て
お
き
た
い
。　

（
５
）
筆
者
は
注
１
に
挙
げ
た
二
本
の
論
文
の
脱
稿
後
、
二
〇
〇
八
年
か

ら
サ
マ
セ
ッ
ト
州
の
都
市
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
（B

ridgw
ater

）
に
つ

い
て
も
調
べ
始
め
た
。
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
市
は
、
ベ
リ
・
セ
ン
ト
・

エ
ド
マ
ン
ズ
と
は
異
な
り
、
下
院
議
員
選
挙
の
有
権
者
が
都
市
自
治

体
メ
ン
バ
ー
に
限
定
さ
れ
て
い
る
タ
イ
プ
の
選
挙
区
で
は
な
か
っ
た

が
、
そ
れ
で
も
、
都
市
自
治
体
と
下
院
議
員
選
挙
の
か
か
わ
り
は
き
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史
苑
（
第
七
二
巻
第
一
号
）

わ
め
て
深
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
ベ
リ
市
に
つ
い
て
、
特
に
そ

の
都
市
自
治
体
に
注
意
を
は
ら
っ
た
検
討
を
お
こ
な
う
本
稿
の
執
筆

に
あ
た
っ
て
は
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
と
の
比
較
の
観
点
を
で
き
る
だ

け
忘
れ
な
い
よ
う
に
努
め
た
。

（
６
）T. H

. B
. O

ldfield, T
he R

epresentative H
istory of G

reat 
B

ritain and Ireland..., vol.4, 1816, pp.542-547; Lew
is N

am
ier 

and John B
rooke, T

he H
ouse of C

om
m

ons 1754-1790, 3
vols, 

London, 1964, vol.1, pp.378-379. 

ベ
リ
・
セ
ン
ト
・
エ
ド
マ
ン
ズ

の
歴
史
の
概
観
を
含
む W

illiam
 W

hite, H
istory, G

azetteer and 
D

irectory of Suffolk...(

筆
者
は
、
一
八
七
四
年
刊
行
の
第
三
版
を

使
用) 

も
参
照
。
な
お
、
オ
ー
ル
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
都
市
自
治
体

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
レ
コ
ー
ダ
（recorder

）
も
加
え
て
い
る
。
本

稿
が
検
討
対
象
と
し
て
い
る
期
間
を
通
じ
て
ベ
リ
市
の
レ
コ
ー
ダ
は

エ
ヴ
ァ
ン
ス
（T

hom
as E

vans

）
と
い
う
人
物
で
、
そ
の
名
前
は
自

治
体
の
会
議
議
事
録
に
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
し
か
し
、
レ
コ
ー

ダ
は
、
通
常
は
会
議
の
正
規
の
出
席
者
と
し
て
記
載
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
、
下
院
議
員
選
挙
資
格
も
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
本
稿
の

議
論
か
ら
は
除
外
し
て
い
る
。

（
７
）
参
事
会
員
の
ひ
と
り
が
新
市
長
に
な
る
と
、
そ
れ
と
入
替
り
に
前

市
長
は
参
事
会
員
に
戻
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
ベ
リ
市
の
参
事
会
員

の
実
質
的
な
定
員
は
、
市
長
の
一
を
加
え
て
一
三
名
で
あ
る
と
考
え

た
方
が
分
か
り
や
す
い
。

（
８
）
都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
の
欠
員
の
発
生
事
由
に
関
し
て
、
筆
者
は

そ
の
具
体
的
な
事
例
を
一
八
世
紀
半
ば
の
ベ
リ
市
に
つ
い
て
確
認
で

き
て
は
い
な
い
が
、
例
え
ば
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
市
で
は
、
都
市
自
治

体
メ
ン
バ
ー
が
高
齢
な
ど
の
理
由
か
ら
自
ら
辞
任
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
そ
の
辞
表
が
史
料
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。Som

erset R
ecord 

O
ffice, D

\B
\bw

/1987-1992, 2002 

な
ど
。

（
９
）
一
八
世
紀
半
ば
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
議
員
定
数
を
上
回
る
候
補
者

が
い
て
、
議
席
を
め
ざ
し
て
の
票
の
獲
得
競
争
が
生
じ
た
﹁
競
争
選

挙
﹂
は
少
な
く
、
ベ
リ
に
つ
い
て
も
、
本
稿
で
検
討
す
る
一
七
四
五

年
か
ら
一
七
六
四
年
ま
で
の
間
で
、
競
争
選
挙
は
一
七
五
四
年
の
総

選
挙
と
五
七
年
の
補
欠
選
挙
の
二
回
の
み
で
あ
っ
た
。
前
掲
（
注
1
）

の
青
木
﹁
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
地
方
都
市
の
下
院
議
員
選
挙
﹂
と
、

本
稿
の
注
18
を
参
照
。

（
10
）
た
だ
し
、
こ
の
投
票
記
録
に
名
前
が
出
て
い
て
、
本
稿
で
は

一
七
五
四
年
総
選
挙
を
欠
席
・
棄
権
し
た
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
る

コ
ク
セ
ッ
ジ
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
、
投
票
日
の
時
点
で
す
で
に

死
亡
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
11
）
会
議
議
事
録
の
出
席
者
記
載
の
方
式
は
、
時
お
り
変
更
さ
れ
る
。

本
稿
の
対
象
と
す
る
時
期
で
も
、
そ
の
末
期
に
あ
た
る
一
七
六
二
年

末
以
降
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
点
で
の
自
治
体
メ
ン
バ
ー
全
員
の

名
前
を
記
し
た
う
え
で
、
出
席
者
に
﹁
Ｐ
﹂
の
記
号
を
付
け
る
方
式

が
と
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
当
該
期
の
会
議
議
事
録
は
、Suffolk 

R
ecord O

ffice, B
ury St E

dm
unds B

ranch, D
4/1/3(a)

。

（
12
）
表
１
に
あ
る
一
七
四
七
年
一
〇
月
二
六
日
の
会
議
は
、
評
議
員
が

一
人
も
出
て
お
ら
ず
、
出
席
者
は
五
人
（
市
長
と
四
人
の
参
事
会

員
）
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
の
会
議
は
、
案
件
の
関
係
か
ら
評
議

員
の
出
席
は
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
以

下
の
出
席
者
数
の
分
析
で
は
除
い
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、

一
七
六
〇
年
一
一
月
二
九
日
と
六
二
年
一
〇
月
二
八
日
の
会
議
で
は

国
王
に
対
す
る
声
明（A

ddress

）が
決
議
さ
れ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
っ

て
、
こ
れ
ら
両
日
の
議
事
録
で
は
、
レ
コ
ー
ダ
も
正
規
の
出
席
者
と

し
て
記
載
さ
れ
る
な
ど
、
通
常
と
は
異
な
る
記
載
方
式
が
と
ら
れ
て
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い
る
が
、
表
１
に
お
い
て
は
、
議
事
録
に
出
席
が
つ
ね
に
記
載
さ
れ

て
い
た
市
長
、
参
事
会
員
、
評
議
員
の
み
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）
会
議
の
出
席
者
数
は
、
表
１
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
回
に
よ
っ

て
激
し
く
変
動
す
る
。
そ
こ
で
、
図
１
に
お
い
て
は
、
時
間
的
な
趨

勢
を
見
る
た
め
、
三
回
の
会
議
の
出
席
者
数
の
移
動
平
均
を
用
い
た
。

（
14
）
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
市
の
都
市
自
治
体
の
会
議
の
出
席
者
数
に
つ

い
て
も
、
そ
の
会
議
議
事
録
（Som

erset R
ecord O

ffice, D
\B

\
bw

/2/1/2;D
\B

\bw
/2/1/3)

を
調
べ
る
と
、同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。

ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
で
は
、
次
年
度
の
市
長
な
ど
の
役
員
の
選
出
が
お

こ
な
わ
れ
る
会
議
は
毎
年
九
月
下
旬
に
開
か
れ
る
が
、
こ
の
九
月
下

旬
の
会
議
は
他
の
時
期
の
会
議
と
較
べ
て
、
明
ら
か
に
出
席
者
が
多

く
な
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

（
15
）
一
八
世
紀
後
半
の
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
市
で
は
、
定
員
二
四
名
の
自

治
体
メ
ン
バ
ー
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
、
比
較
的
す
み
や
か
に
補
充

が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
会
議
議
事
録
へ
の
記
載
方
式

に
も
違
い
が
あ
り
、
本
稿
の
対
象
と
す
る
時
期
の
ベ
リ
・
セ
ン
ト
・

エ
ド
マ
ン
ズ
市
で
は
、
欠
員
補
充
の
決
定
を
記
録
す
る
に
あ
た
っ
て

新
任
者
が
誰
の
後
任
で
あ
る
か
を
記
載
し
て
い
な
い
こ
と
が
少
な
く

な
か
っ
た
が
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
場
合
に
は
、
前
任
者
の
名
前
を

明
示
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
、
欠
員
が
生
じ
る
た
び
に
、

そ
れ
を
個
々
に
う
め
て
い
く
と
い
う
意
識
が
強
か
っ
た
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
る
。

（
16
）
ベ
リ
市
に
限
ら
ず
、
一
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
都
市
自
治
体

が
党
派
対
立
な
ど
の
た
め
に
混
乱
に
陥
っ
た
際
に
、
王
座
裁
判
所
か

ら
の
命
令
を
受
け
る
と
い
う
手
続
き
に
よ
っ
て
正
常
化
が
は
か
ら

れ
る
こ
と
が
珍
し
く
な
か
っ
た
。
筆
者
は
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
で
も

同
様
の
事
例
を
複
数
見
て
い
る
。
他
の
都
市
の
研
究
で
は
、
コ
ー
ン

ウ
ォ
ル
州
ト
ゥ
ル
ロ
（T

ruro

）
に
つ
い
て
の
地
方
史
研
究
、June 

Palm
er (ed.), T

ruro during the N
apoleonic W

ars, T
ruro, 1992, 

pp.20-21

な
ど
。
一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
の
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
に
お
け
る
同
手
続
き
の
発
達
を
論
じ
た
研
究
書
と
し
て
、P. D

. 
H

alliday, D
ism

em
bering the B

ody Politic: Partisan Politics in 
E

ngland's T
ow

ns, 1650-1730, C
am

bridge, 1998

が
あ
る
。

（
17
）
裁
判
所
命
令
に
よ
る
自
治
体
メ
ン
バ
ー
の
大
量
補
充
と
い
う

一
七
六
二
年
八
月
の
経
験
は
、
ベ
リ
の
都
市
自
治
体
に
も
強
い
影
響

を
お
よ
ぼ
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
、
少
な
く
と
も
そ
の
後
数
年
間
は
、

ベ
リ
市
に
お
い
て
も
、
自
治
体
メ
ン
バ
ー
に
欠
員
が
生
じ
る
と
比
較

的
す
み
や
か
に
補
充
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
議
事
録
の
記
載
の
方

式
で
も
変
化
が
お
こ
り
、
こ
の
時
期
に
は
、
欠
員
補
充
の
際
、
誰
の

後
任
か
を
明
示
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
本
稿
の
注
15
を
参
照
）。
こ
う

し
た
新
し
い
傾
向
が
そ
の
後
も
長
く
続
い
て
い
く
の
か
、
あ
る
い
は
、

一
七
五
〇
年
代
の
よ
う
な
状
況
に
再
び
戻
る
の
か
の
検
討
は
、
今
後

の
筆
者
の
課
題
と
し
た
い
。

（
18
）
本
稿
の
対
象
と
す
る
時
期
の
ベ
リ
市
の
下
院
議
員
選
挙
と
し
て

は
、
す
で
に
何
度
も
言
及
し
た
一
七
五
四
年
四
月
一
七
日
の
総
選
挙

と
一
七
五
七
年
五
月
二
六
日
の
補
欠
選
挙
の
他
に
、
競
争
選
挙
と
は

な
ら
な
か
っ
た
一
七
四
七
年
七
月
三
日
の
総
選
挙
、
一
七
四
八
年
五

月
二
一
日
の
補
欠
選
挙
、
一
七
五
六
年
一
二
月
二
一
日
の
補
欠
選
挙
、

一
七
六
一
年
三
月
二
七
日
の
総
選
挙
、
一
七
六
三
年
二
月
二
四
日
の

補
欠
選
挙
が
あ
る
。

（
19
）
こ
の
王
座
裁
判
所
か
ら
命
令
を
受
け
る
手
続
き
に
は
、
一
六

ギ
ニ
と
い
う
少
額
で
は
な
い
費
用
が
都
市
自
治
体
に
か
か
っ
た
。

一
七
六
〇
年
八
月
一
日
、
六
二
年
五
月
一
八
日
の
会
議
議
事
録
を
参

照
。
ま
た
、
一
七
四
六
年
に
は
、
八
月
の
会
議
で
い
っ
た
ん
決
定
し
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た
市
長
が
就
任
を
拒
否
し
た
た
め
、
九
月
の
会
議
で
別
の
参
事
会
員

を
市
長
に
選
び
直
し
た
。
な
お
、
市
長
が
不
在
、
あ
る
い
は
在
任
中

の
市
長
が
欠
席
と
い
っ
た
場
合
、
都
市
自
治
体
の
会
議
は
前
年
度
の

市
長
が
主
催
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、

市
長
不
在
期
の
一
七
五
六
年
一
二
月
二
〇
日
の
議
事
録
で
は
、
前
年

度
市
長
の
名
前
が
﹁
コ
ロ
ナ
ー
（coroner

）﹂
の
肩
書
き
と
と
も
に
、

参
事
会
員
出
席
者
欄
よ
り
上
の
、
通
常
は
市
長
名
が
記
載
さ
れ
る
部

分
に
書
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
ベ
リ
市
で
は
、
前
年
度
市
長
が
コ
ロ

ナ
ー
に
任
じ
ら
れ
る
慣
例
で
あ
っ
た
。Sidney W

ebb and B
eatrice 

W
ebb, E

nglish Local G
overnm

ent from
 the R

evolution to the 
M

unicipal C
orporations A

ct: T
he M

anor and the B
orough, 

2
vols, London, 1924, Part O

ne, p.329.

（
20
）
前
掲
の
青
木
﹁
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
地
方
都
市
の
下
院
議
員
選
挙
﹂

で
は
、
ベ
リ
の
都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
の
投
票
行
動
を
分
析
し
て
い

る
が
、
参
事
会
員
と
評
議
員
と
を
区
別
し
た
議
論
は
し
て
い
な
い
。

一
七
五
〇
年
代
半
ば
の
時
点
で
は
、
同
論
文
の
表
﹁
一
七
五
四
年

総
選
挙
と
一
七
五
七
年
補
欠
選
挙
に
お
け
る
有
権
者
の
投
票
パ
タ
ー

ン
﹂
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
二
九
人
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、
一
番
の
ア

レ
ン
、
七
番
の
コ
ク
セ
ッ
ジ
、
一
五
番
の
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
、
一
六
番
の

ジ
ャ
ク
ソ
ン
、
二
〇
番
の
オ
ー
ク
ス
、
二
一
番
の
プ
ラ
イ
ム
、
二
九

番
の
ラ
イ
ト
の
七
人
が
参
事
会
員
で
、
残
る
二
二
人
は
評
議
員
で
あ

る
。

（
21
）
候
補
者
別
に
書
く
と
、
ピ
ー
タ
ー
シ
ャ
ム
子
爵
（
総
選
挙
）
と
Ａ
・

Ｊ
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
（
総
選
挙
、
補
欠
選
挙
と
も
）
へ
の
票
が
ブ
リ
ス

ト
ル
支
持
票
、フ
ェ
ル
ト
ン
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
（
総
選
挙)

、ク
ロ
フ
ツ
（
総

選
挙
）、
デ
イ
ヴ
ァ
ー
ズ
（
補
欠
選
挙
）
へ
の
票
が
反
ブ
リ
ス
ト
ル
票

と
な
る
。

（
22
）
ベ
リ
市
に
お
け
る
一
七
五
四
年
総
選
挙
と
五
七
年
補
欠
選
挙
の
具

体
的
な
様
相
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
青
木
﹁
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
地

方
都
市
の
下
院
議
員
選
挙
﹂
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
本
稿
の
第

三
節
で
も
、
一
七
五
四
年
総
選
挙
を
め
ぐ
る
ブ
リ
ス
ト
ル
伯
爵
家
の

内
紛
に
言
及
し
て
い
る
。

（
23
）
一
七
五
四
年
総
選
挙
の
投
票
予
測
メ
モ
で
も
、
ブ
リ
ス
ト
ル
支
持

票
の
割
合
は
参
事
会
員
票
で
八
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
評
議
員
票
で
四
五

パ
ー
セ
ン
ト
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
総
選
挙
前
の
時
点
で
、
参
事
会

員
は
ブ
リ
ス
ト
ル
伯
爵
家
支
持
で
固
ま
っ
て
い
る
が
、
評
議
員
の
あ

い
だ
で
は
、
逆
に
反
対
派
の
方
が
や
や
優
勢
で
あ
る
と
い
う
認
識
が

同
時
代
人
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
24
）
図
３
で
は
、
本
稿
の
行
論
に
必
要
な
人
物
以
外
は
省
略
し
て
い
る

が
、
初
代
ブ
リ
ス
ト
ル
伯
ジ
ョ
ン
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
に
は
一
〇
人
以
上

の
息
子
が
い
た
。
最
初
の
妻
と
の
あ
い
だ
に
生
ま
れ
た
カ
ー
は
、
結

婚
す
る
こ
と
な
く
一
七
二
三
年
に
死
亡
。
二
番
目
の
妻
と
の
あ
い
だ

の
息
子
は
一
一
人
に
お
よ
ん
だ
。
そ
の
最
初
の
息
子
が
、
ジ
ョ
ー
ジ

二
世
の
宮
廷
の
廷
臣
と
し
て
有
名
な
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
卿
ジ
ョ
ン
で
、
彼

が
第
二
代
ブ
リ
ス
ト
ル
伯
や
、
そ
の
弟
で
一
七
五
四
年
総
選
挙
の
候

補
者
と
な
っ
た
オ
ー
ガ
ス
タ
ス
・
ジ
ョ
ン
の
父
で
あ
る
。
ト
マ
ス
は

ハ
ー
ヴ
ェ
イ
卿
ジ
ョ
ン
の
す
ぐ
下
の
弟
、
ま
た
、
一
七
五
四
年
総
選

挙
で
甥
の
オ
ー
ガ
ス
タ
ス
・
ジ
ョ
ン
と
争
っ
た
フ
ェ
ル
ト
ン
は
、
ト

マ
ス
か
ら
で
も
一
三
歳
離
れ
た
弟
に
な
る
。

（
25
）
ベ
リ
・
セ
ン
ト
・
エ
ド
マ
ン
ズ
の
都
市
自
治
体
の
内
部
の
様
子
や

そ
の
メ
ン
バ
ー
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
研
究
は
得
ら
れ
て
い
な
い

が
、
同
市
の
市
長
を
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
に
何
度
も

務
め
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
オ
ー
ク
ス
の
日
記
は
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て

非
常
に
参
考
に
な
る
史
料
で
あ
る
。Jane Fiske (ed.), T

he O
akes 
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D
iaries: B

usiness, Politics and the Fam
ily in B

ury St E
dm

unds 
1778-1827, 2

vols, W
oodbridge, Suffolk, 1990-1991.

（
26
）
下
院
議
員
選
挙
の
た
め
の
会
議
は
除
い
て
、
筆
者
が
ト
マ
ス
・
ハ
ー

ヴ
ェ
イ
の
都
市
自
治
体
の
会
議
へ
の
出
席
を
議
事
録
で
確
認
で
き
た

の
は
、
一
七
四
七
年
一
〇
月
二
六
日
と
一
七
六
〇
年
八
月
二
一
日
の

二
回
の
み
で
あ
っ
た
。
な
お
、
ト
マ
ス
は
、
一
七
四
四
年
八
月
と

四
八
年
八
月
の
市
長
選
出
の
会
議
で
本
人
欠
席
の
ま
ま
次
年
度
市
長

に
選
出
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
就
任
を
拒
否
し
て
罰
金
を
科
さ
れ
て

い
る
。
参
事
会
員
の
市
長
就
任
拒
否
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の

第
二
節
で
も
言
及
し
た
。

（
27
）
一
七
四
七
年
の
総
選
挙
を
目
前
に
し
て
、
ト
マ
ス
と
父
の
初
代
ブ

リ
ス
ト
ル
伯
と
の
関
係
は
き
わ
め
て
悪
化
し
た
。
そ
の
際
、
初
代
伯

は
ト
マ
ス
に
あ
て
た
書
簡
の
な
か
で
、
ベ
リ
の
都
市
自
治
体
の
ブ
リ

ス
ト
ル
伯
支
持
派
が
ト
マ
ス
の
側
に
つ
く
こ
と
は
な
い
と
断
言
し
た

う
え
で
、
市
内
の
自
分
の
屋
敷
は
ト
マ
ス
に
は
使
わ
せ
な
い
と
書
い

て
い
る
が
、
そ
う
し
た
措
置
を
と
る
こ
と
自
体
、
初
代
伯
が
ト
マ
ス

の
都
市
自
治
体
内
で
の
影
響
力
を
警
戒
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が

わ
せ
る
。Letter-B

ooks of John H
ervey, First E

arl of B
ristol..., 

3
vols, W

ells, 1894, Vol.3, N
o.1247.

（
28
）B

ritish Library, A
dd 32735 f.76. 

な
お
、
ト
マ
ス
・
ハ
ー
ヴ
ェ

イ
は
、
同
じ
書
簡
の
前
半
で
は
、
生
前
の
ヘ
ン
リ
・
ペ
ラ
ム
か
ら

協
力
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
州
選
挙
区
ア
ン
グ
ル
ジ

（A
nglesey

）
に
お
け
る
選
挙
情
勢
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。

（
29
）
ト
マ
ス
の
こ
の
よ
う
な
議
論
は
、
先
の
注
27
で
ふ
れ
た
一
七
四
七

年
総
選
挙
時
の
彼
と
初
代
ブ
リ
ス
ト
ル
伯
の
対
立
を
考
え
る
と
、
額

面
ど
お
り
に
は
受
け
取
れ
な
い
。
た
だ
し
、
一
七
四
七
年
の
総
選
挙

で
は
、
最
終
的
に
ト
マ
ス
は
立
候
補
を
断
念
し
て
フ
ェ
ル
ト
ン
に
議

席
を
譲
っ
た
の
で
、
一
七
五
四
年
と
異
な
り
ベ
リ
市
は
競
争
選
挙
と

は
な
ら
な
か
っ
た
。

（
30
）
三
年
後
の
一
七
五
七
年
補
欠
選
挙
は
、
こ
の
サ
ー
・
ロ
バ
ー
ト
・

デ
イ
ヴ
ァ
ー
ズ
と
、
五
四
年
総
選
挙
で
は
落
選
し
て
再
び
立
候
補
し

た
Ａ
・
Ｊ
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
の
間
で
争
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
31
）
ベ
リ
市
を
含
む
サ
フ
ォ
ー
ク
州
に
お
け
る
両
家
の
対
立
に
つ

い
て
は
、
以
下
の
二
点
の
未
公
刊
博
士
学
位
論
文
を
参
照
。P. E

. 
M

urrell, "Suffolk: the Political B
ehaviour of the C

ounty and 
Its Parliam

entary B
oroughs from

 the E
xclusion C

risis to the 
A

ccession of the H
ouse of H

anover" (Ph.D
.thesis, U

niversity 
of N

ew
castle upon T

yne, 1982); S. M
. Som

m
ers, "P

olitics 
in eighteenth-century Suffolk" (P

h.D
.thesis, W

ashington 
U

niversity, 1992). 

ソ
マ
ー
ズ
に
は
、
関
連
す
る
次
の
著
書
も
あ

る
。S. M

. Som
m

ers, Parliam
entary Politics of a C

ounty and 
Its T

ow
n: G

eneral E
lections in Suffolk and Ipsw

ich in the 
E

ighteenth C
entury, W

estport, C
onn., 2002.

（
32
）B

ritish Library, A
dd 32868 f.58; A

dd 32887, f.258. 

い
ず
れ
の

文
書
も
、T

he H
ouse of C

om
m

ons 1754-1790, vol.2, p.619

に
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

（
33
）
第
二
代
ブ
リ
ス
ト
ル
伯
が
明
ら
か
に
ベ
リ
の
都
市
自
治
体
内
の
支

持
者
と
の
関
連
で
グ
ラ
フ
ト
ン
公
爵
家
と
の
友
好
関
係
を
意
識
し
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て
い
た
こ
と
を
示
す
一
七
五
三
年
一
一
月
一
日
付
け
の
ブ
リ
ス
ト

ル
伯
の
書
簡
が
、
ニ
ュ
ー
カ
ー
ス
ル
公
の
文
書
に
残
さ
れ
て
い
る
。

B
ritish Library, A

dd 32733 f.186.

（
34
）
こ
の
盟
約
に
つ
い
て
は
、
注
１
に
紹
介
し
た
青
木
﹁
私
文
書
﹂
を

参
照
さ
れ
た
い
。

（
本
学
文
学
部
教
授
）
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The Town of Bury St. Edmunds and Parliamentary Elections1754 
and 1757: Some Observations on the Town Corporation and Its 
Members"

AOKI, Yasushi

　　The history of the general election of April 1754 and the by-election 
of May 1757 at Bury St. Edmunds has not been fully explored, while the 
cases are very informative on the relationship between the aristocracy and 
the town corporation in the mid-eighteenth century Britain. In two papers 
published in 2008, the present author examined those cases and referred 
to the relative strength of the political influence of three local aristocratic 
families, the Fitzroys, the Herveys, and the Davers. The preceding papers 
being mainly concerned with the aristocracy, the present paper is to deepen 
the research by adding some basic observations on the town corporation 
of Bury and its members. Firstly, meetings of the town council were poorly 
attended and vacancies in the corporation were often unfilled for years in the 
mid-eighteenth century. Secondly, it was difficult for the corporation to fill 
up vacancies, because capital burgesses, senior members of the corporation, 
were predominantly in favour of the Herveys, while the opponents of their 
interests were slightly prevalent among burgesses of the common council. 
Thirdly, a corporation member, Thomas Hervey, tried to regard the rivalry in 
the seventeen fifties as one between whigs and tories, while his arguments 
do not seem so convincing.


